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1 月 12 日（木）、17 日（火）、18 日（水）の 3 日間にわたり、すべての生徒に 3 年次生の「卒業研究」を

発表してもらいました。今年は 18 名の選抜された生徒が発表しました。以下は発表者とテーマです。 

この卒業研究発表会は、テーマが多岐に亘っているため、全く飽きずに見ることができました。17 日には

富士大学の先生方 4 名も参加し、それぞれの発表者に対して個別に講評を頂きました。 

                                         （発表順） 

 

 聴衆に興味を持ってもらうメッ

セージ性を意識すること 

 どの発表も着眼点が良い 

 反論を想定してみると更によく

なるだろう 

 テーマを深堀するには比較が

必要となる 

 数値はグラフ化するとわかりや

すい   等々 


